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Z307a GRAMS: 大面積液体アルゴンTPCによるMeVガンマ線観測
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GRAMS (Gamma-Ray and AntiMatter Survey) 実験は、液体アルゴンTime Projection Chamber (LArTPC)
を気球・衛星といった飛翔体に搭載し、高エネルギー天体由来のMeVガンマ線の観測と暗黒物質由来の反粒子の
検出の両方を目指す日米国際共同実験である。その最大の特徴は、液体アルゴンの大容量充填による∼ 1 m立方
の大有効面積の実現であり、また LArTPCによる 3次元粒子トラッキングからコンプトン散乱を引き起こす入射
光子の角度とエネルギーを正確に算出できるため、これまでの望遠鏡を大きく上回る精度でMeVガンマ線天体の
分光・イメージングが可能となる。目下のところ複数の原理実証実験が進行中であり、JAXA工学気球実験による
フライトを実施したほか、コンプトンイメージングの原理実証を目指した小型プロトタイプ検出器NanoGRAMS
の開発、NASA APRAプログラムによる 24時間の気球フライトへの準備が進められている。本講演では、これ
らの実験の進行状況を報告するとともに、GRAMS実験が切り開くMeVガンマ線天文学の展望を議論する。


